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（３）延伸線沿線まちづくり 

１）都市計画の概要 

① さいたま市都市計画図 

●土地利用 東武野田線岩槻駅を中心として市街化区域がコンパクトにまとまっている。

市街化調整区域は、割合及び面積ともに、市内各区で最大である。（岩槻区内

の市街化調整区域の割合は約８割） 
 

 
資料：都市計画図に延伸線を記入 

 

中間駅 
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② さいたま市総合振興計画（策定年：平成 18 年 1 月改定） 

中間駅の隣駅になる「浦和美園駅周辺」と「岩槻駅周辺」は、多核連携型の都市構造を

実現に向けた拠点としての形成を図るような『副都心』として位置づけられている。 

○本市の都市構造は、都市への機能集積、副都市の育成にあわせて、都市軸の機能性

の向上による都心・副都心の連携の強化を図るとともに、多核連携型の都市構造の

実現を目指すとしている。 

○拠点の構成と機能は、次のとおりである。 

＜基本的な考え方＞ 

・拠点は、都心、副都心、地域拠点から構成されている。 

・大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区並びに浦和駅周辺地区を本市の 2つの「都心」

と位置付け、2つの都心を包含する区域を「中心市街地」としている。 

・多核連携型の都市構造の実現に向けた拠点として、日進・宮原地区、武蔵浦和地区、

美園地区、岩槻駅周辺地区の 4地区を「副都心」と位置付けている。 

・主な鉄道駅周辺や区役所周辺などを「地域拠点」と位置付けている。 

＜副都心＞ 

・4つの副都心(日進・宮原地区、武蔵浦和地区、美園地区、岩槻駅周辺地区)は、都心

と連携しながら、その機能を補完するとともに、本市の都市活動を多様化する役割

を果たすとしている。 

・そのため、都市基盤の整備を進めながら、商業・業務機能や文化機能などの高次都

市機能の集積、都心居住の実現、地域に集積する歴史文化資源の活用による交流機

能の向上を図り、地域の自然環境を生かしつつ、それぞれの特性に応じた拠点の形

成を進める。 
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岩槻区において、大宮西部や美園地区をはじめ、地下鉄 7号線延伸に伴って、新しい

市街地形成を進める場合には、環境との共生を図りながら質の高い宅地を計画的に供

給していく必要があると提案されている。 

○岩槻区の特性は、次のとおりである。 

・中世から鎌倉街道の交通の要衝であり、室町時代から城下町として発展してきた。

また、人形のまちとしても有名で各種のイベントが開催されている。 

＜都市基盤・環境＞ 

・区の中央を東武野田線が東西に延び、岩槻駅、東岩槻駅の 2駅が区民の重要な足

をなっている。 

・現在、地下鉄 7号線の延伸促進の取り組みが行われており、南北方向の新しい軸

の形成が期待されている。 

＜産業＞ 

・400 年近い歴史がある人形作りは、伝統工芸品に指定されているが、年々減少傾

向にあり、観光などとの連携による活性化が模索されている。 

・北部にある岩槻工業団地は、機械、金属などの製造業である。 

・10 区の中で最も活発な農業は、米のほかクワイ、ネギなどの野菜、アサガオ、シ

クラメンなどの花や花卉を生産している。 

＜地域資源＞ 

・国指定の史跡真福寺貝塚、慈恩寺等の歴史資源が多く分布する。 

・水と緑も岩槻区を象徴する資源となっている。 

＜コミュニティ＞ 

・長い歴史のある地域コミュニティ活動も活発な区である。 

○本市では今後とも人口の増加が見込まれ、大宮西部や美園地区をはじめ、地下鉄

7 号線の延伸に伴って、新しい市街地形成を進める場合には、環境との共生を図

りながら、質の高い宅地を計画的に供給していくことが必要である。 
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③ さいたま都市計画マスタープラン（策定年：平成 17 年 12 月改定） 

交通基盤の充実として、地下鉄 7号線延伸などにより、市内外との交流や連携を促進

し、活力あるまちづくりを進めると提案されている。 

○岩槻区の将来像は、「自然と歴史、文化を楽しむまち」であり、そのためのまちづ

くりの基本方針は、次のとおりである。 

＜歴史・文化を生かした、にぎわいと魅力ある拠点づくり＞ 

・岩槻駅周辺地区は、特徴ある歴史・文化資源を活用しながら、商業・業務・文化・

交流機能を集積し、にぎわいと魅力ある拠点づくりを進める。 

＜交通基盤が充実し、交流や連携を育むまちづくり＞ 

・幹線道路や公共交通網の強化・充実を図り、あわせて、埼玉高速鉄道（地下鉄 7

号線）延伸などにより、市内外との交流や連携を促進し、活力あるまちづくりを進

める。 

＜生活基盤が整った安全で暮らしやすいまちづくり＞ 

・鉄道駅を中心に、地域生活拠点の機能向上、都市基盤の整備充実、公共交通の利便

性向上、歩行者空間及び自転車走行空間の整備などにより、生活基盤が整った安全

で暮らしやすいまちづくりを進める。 

＜身近な自然と共生するまちづくり＞ 

・元荒川、綾瀬川などの河川空間、斜面林・屋敷林などのみどり資源、農地と集落に

よる田園景観などの保全と活用により、恵まれた自然環境に囲まれたうるおいのあ

るやすらぎのあるまちづくりを進める。 
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２）延伸線全体の現状と課題 
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３）中間駅周辺地域 

① 中間駅周辺まちづくり 
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② 中間駅周辺における開発需要に関する調査の概要（Ｈ21） 
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③ 中間駅周辺の開発需要調査結果 
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④ 中間駅周辺における開発需要 
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⑤ 中間駅周辺における産業集積拠点形成に関する調査 
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⑥ 中間駅周辺の産業集積拠点に関する企業等アンケート調査 
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⑦ 中間駅周辺を候補地とする企業（34 社）の回答したヒアリング結果 
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⑧ 目白大学・目白大学クリニック 

（ⅰ）目白大学 

目白大学は、東京都新宿区に本部を置く私立大学である（1994 年に設置）。設置者は学校

法人目白学園であり、前身となる研心学園の創設は 1923 年である。 

岩槻キャンパスには、保健医療学部（理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科）と看

護学部（看護学科）が配置されており、この他に人間学部・社会学部・経営学部・外国語学

部がある。岩槻キャンパスの学生数は、理学療法学科 419 名、作業療法学科 232 名、言語聴

覚学科 170 名、看護学科 402 名の計 1,223 名であり（2011 年 5 月現在）、職員とあわせると

1,500 名程度が在籍している。 

保健医療学部では、近年における医学の目覚しい進歩の中、専門教育である理学療法学、

作業療法学・言語聴覚学に関する知識と技術に関する教育と研究を行っている。医学関係の

教育に不可欠な臨床指導に重点をおくことにより、知識・技術・態度において優れた人材の

育成を目指している。 

看護学部は、保健医療学部に次ぐ医療系学部として、2006 年 4 月に誕生した。本学の建学

の精神である「主・師・親」に基づき、看護に必要な専門的知識と技術を身につけ、実践力

のある看護師、保健師の養成を目指している。また、変革する社会に対応しうる人間性豊か

な感性を兼ねそろえた人材を育成している。 

 

所 在 地：埼玉県さいたま市岩槻区浮谷 320 

 

アクセス：● 東京メトロ南北線（埼玉高速鉄道線直通）  

「浦和美園駅」からバスで約 15 分  

● 東武野田線 「岩槻駅」からバスで約 12 分 

● JR 武蔵野線 「東川口駅」からバスで約 23 分 
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（ⅱ）目白大学クリニック 

医療系キャンパスとしてますます発展する目白大学に

あって、2008 年 4 月のオープン以来、当初の予想を超えて

大きく発展、今では全国各地から毎日 100 名近い患者が来

院・診療を受ける規模になっている。 

 

開  業：2008 年 4 月 

診療科目：耳鼻咽喉科、リハビリテーション科 

特  徴：最新の聴覚機能測定機器を用いて、高度のレベ

ルで診断を実施、一般診療に加えて、めまい・

耳鳴り・難聴・睡眠時無呼吸などの診断・治療

へも積極的に取り組む。 

耳鼻科医師との密接な連携・指導のもと、保険

診療で言語聴覚療法を実施。高度な知識と豊富

な臨床経験を持つ言語聴覚士が、言語聴覚リハビリテーションを必要とする方々

に、年齢・障害領域を問わずに幅広く対応。 

所 在 地：埼玉県さいたま市岩槻区浮谷 320 目白大学岩槻キャンパス内（5号館 1階） 

 

アクセス：● 東京メトロ南北線（埼玉高速鉄道線直通）  

「浦和美園駅」からバスで約 15 分  

● 東武野田線 「岩槻駅」からバスで約 12 分 

● JR 武蔵野線 「東川口駅」からバスで約 23 分 

 

 
 

 


